
清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

公開年度 2004 年度入試

期 秋季 春季

出題意図 志望する研究分野に関する基礎的な知識・理解を測る。

解答例

2

観察、分析対象となる言語は日本語で同じであるが、日本語を「国語」す

なわち、日本国の言語ととらえる視点は、日本語を母語とする人の視点に

ちかい。それに対して、日本語を日本語ととらえる視点は、日本語を客観

的に一つの言語としてとらえる視点といえる。また、学史としてとらえた

場合、「国語学史」は日本語母語話者が日本語を研究した歴史であること

が多く、日本語を母語としない人の日本語研究を含まないことが多い。







清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

解答例

出題意図

公開年度 2007 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

問Ⅲ 省略

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

志望する研究分野に関する基礎的な知識・理解を測る。

問Ⅰ 省略

問Ⅱ 省略

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。
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清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

本記事は、フランス語における性差のない三人称代名詞「iel」が権威ある

辞書「ロベール」のオンライン版に掲載されたことと、それをめぐる社会的

議論を扱っている。この語は、従来の男性形「il」と女性形「elle」を組み

合わせたもので、男女いずれにも属さない、いわゆる「第三の性」を表す必

要性から生まれた。背景には、性的少数者の権利意識の高まりと、それに対

応する言語表現の不足がある。英語圏では単数の「they」がすでに用いられ

ているが、フランス語には同様の形式が存在しなかったため、新たな語が創

出されたのである。

解答例

出題意図 志望する研究分野に関する基礎的な知識・理解を測る。

公開年度 2023 年度入試

期 秋季 春季

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

202520252025



解答例

この「iel」が辞書に掲載されたことに対し、反応は大きく分かれている。

保守派や一部の政治家は、これを「米国発のイデオロギー」と批判し、フラ

ンス語の伝統や社会の統一性を損なうものと懸念している。一方で、男女平

等・多様性担当相は、言語の変化を肯定的に捉え、「言語をより豊かにす

る」と評価する。また辞書編集者は、辞書の役割は実際に使われている語を

定義し、理解を助けることにあるとし、中立的立場を示している。

私は、この問題は単なる言語の問題ではなく、社会の価値観の変化を映し出

すものであると考える。言語は固定されたものではなく、常に社会の変化と

ともに変容するものであり、新たな現実に対応するための語が生まれること

は自然な流れである。ただし、その受容には時間が必要であり、急激な変化

が反発を招くのも理解できる。重要なのは、特定の立場を排除するのではな

く、多様な価値観を認めつつ、言語のあり方について時間をかけて対話を重

ねていくことであろう。









清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

出題意図 志望する研究分野に関する基礎的な知識・理解を測る。

公開年度 2017 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民

学専攻を除く）

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学



問Ⅱ

近年の思想界では知識の客観性が重んじられなくなった。何らかの目

的のために構築された議論が多い。他者の議論の一部をとらえて非難

するばかりで、自らの意見と異なる議論を十分に理解して、自説を批

判的に省みることが乏しい。ダーウィンの『種の起源』は異なる。自

らの主張に反する事例を多数挙げるので、本人の主張がそこに埋没す

るほどである。しかし、このような誠実さこそが学問の正しい心がけ

である。

知識の客観性は、ある時代に真理とされたものが永遠不変であること

を意味するわけではない。社会の変化によって変わりうる。それで

も、学問的真理は、それぞれの立場において、永遠なるものに触れる

ことがなければならない。歴史的・社会的存在は、どれほど物質的と

思われるものであっても、精神的内容を有したもの、つまり表現的で

なければならない。それらが永遠化されるところに文化が成立する。

文化は経済的構造のみから生まれるのではなく、独自の意義が存在す

る。さもなくば、人間は単なる身体にすぎないことになる。脳が意識

を生み出すと考えるのであれば、脳が単なる物質的存在ではなく、自

己自身を表現的に限定するものでなければならない。そして実在その

ものに意識の起源を認めることでなければならない。

政治のために学問があるのではない。学問は批評的・指導的立場に立

たねばならぬ。そのためには学問は客観性を理想とし、深く広い理論

的基礎の上に打ち立てられなければならない。学問に従事し学問に

よって人生に貢献しようとする者は、どこまでも真理を理想として深

大なる人生の建設に努力しなければならない。政治の目的もまた同様

であるべきだ。

解答例

問Ⅰ 省略









清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

出題意図 志望する研究分野に関する基礎的な知識・理解を測る。

公開年度 2022 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民

学専攻を除く）

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学



解答例

私にとって「地球市民」とは、地球規模の諸課題を自分自身に関係が

ある身近な問題として理解し、他者と協働しながら、具体的な解決策

を提示し実践する人である。以下、私の学術的遍歴と実務、および社

会活動の経験に基づき、そのあり方を論じる。

第１に、地球市民には学問的境界を越える「総合知」が求められる。

私はこれまで法学、経営学から哲学、自然科学まで幅広く学んできた

が、現代社会の複雑な諸相を前に、単一の学問領域による「タコつぼ

化」したアプローチの限界を痛感した。例えば、気候変動や格差問題

は、経済的合理性と法的正義、さらには倫理的判断を同時に必要とす

る。多様な知見を動員し、事象を多角的に構造化して捉える視座こそ

が、混迷する現代において不可欠な素養であると確信している。

第２に、実務経験を通じたセクターを越えた連携の視点である。⾧年

の企業経験の中で、利益追求と並行してESG（環境・社会・ガバナン

ス）経営が主流化する変容を目の当たりにしてきた。現代の企業は、

単なる経済主体ではなく社会の一構成員としての持続可能性を問われ

ている。このESG経営の深化には、行政やNPOとの戦略的パートナー

シップが不可欠であり、組織の論理を超えて公共の利益を構想できる

リーダーシップが求められる。

第３に、相互主体性に基づく実践である。ボランティア活動は単なる

弱者への施しではなく、自ら行動し、他者との共同性を求める生き方

の探求行為である。私はボランティア経験を通じ、他者を援けること

が自己の変容を促し、相互に作用しあうプロセスを実感した。この共

生の感覚こそが、社会に関与し続けるための精神的基盤になる。

以上の通り、多角的な知を統合する俯瞰力、セクターを越える連携

力、そして共生を志向する相互主体性を兼ね備えた存在こそが地球市

民である。私は学びを深め、経験を積み重ねながら、社会をより良い

方向へ変える具体的な一歩を踏み出したいと考えている。




